
別紙４

※１パッド装着の注意点
・傷病者の胸が濡れている場合は、胸を拭いてからパッドを貼り付ける
・貼り薬等が貼り付け位置に貼り付けられている場合は最初に剥がし、肌に残った薬剤を拭き取ってか
ら、パッドを貼り付ける
・貼り付ける場所付近に、医療器具等が埋め込まれている場合は、硬いこぶのような出っ張りがあるの
で、出っ張りを避けて貼り付ける。
・小学生以上の傷病者には成人用パッドを使用する
※２電気ショックの注意点
・解析時と同じように傷病者から離れるよう呼びかけ、傷病者に触れていないことを確認する。

１、AED到着・・ＡＥＤは傷病者の頭の近くに置く
２、電源を入れる・・①電源ボタンがあるもの②蓋を開けたら自動で電源が入るもの
３、音声ガイダンスに従い操作を実施すること

ＡＥＤプロトコル

音声ガイダンス 口頭指導員の助言

５、心電図の解析
・周囲の人にも離れるよう呼びかけ、傷病者に触

れていないことを確認する

・触れていると解析がうまく行えない可能性がある

７、電気ショックは必要ありません

直ちに胸骨圧迫を開始してください

２分後、５に戻る

８、電気ショックを行いました。

直ちに胸骨圧迫を開始してください

７、電気ショック不要
・胸骨圧迫を開始させ、ショックの不要は心

肺蘇生の不要ではないことを理解させる

８、電気ショック実行
・ガイダンスに合わせて押す、胸骨圧迫の

再指導を行い、声かけで安心感を持たせ

２分後、５に戻る

必要 ５、心電図を解析し

ます。 患者から離

れてください

４、電極パッド貼り付け※１
・肌に直接張り付け密着させる

・傷病者の胸の右上と胸の左下側に貼り付け、貼

り付け中も胸骨圧迫は継続する

・機種によりパッドから延びているケーブルの差込

プラグを本体に挿入する必要がある

４、電極パッドを袋から取り出し図のよ

うに傷病者の体に貼り付けてください

６、電気ショックが必要です。

充電しています。

患者から離れてください。

充電しました

不要

６,電気ショック
※２

不要必要
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  ＡＥＤの準備
ＡＥＤが到着したら、傷病者の頭
の近くに置いてください

　３．心電図の解析
・傷病者から離れる（音声メッセージあり）
・心電図の解析を自動的に開始
・周囲の人にも傷病者から離れるよう伝える

※ＡＥＤの音声メッセージに従ってください

　２．電極パッドを貼る（左右指定なし）
・患者の上着を取り除く（胸部に貼れる程度）
・電極パッドをコネクターに接続する
・電極パッドを袋から取り出してシールをはが
す
・右胸上部と左脇腹（素肌）に貼る

  １．電源を入れる
電源ボタンを押して電源を入れます
※自動的に電源が入るものあり

直ちにＣＰＲ再開
５サイクル(約２分間）

電気ショック１回後
直ちにＣＰＲを再開
５サイクル(約２分間）

　　　心電図解析
　電気ショックは必要か？

ＡＥＤの装着

年齢は１歳以上か？

ＣＰＡ事案確定

　５．電気ショックのあとは
・すぐに胸骨圧迫を行い心肺蘇生を再開してください

　　　　※ＡＥＤの音声メッセージに従ってください

　４．電気ショック適応（VF/VT)
・「ショックが必要」な場合は自動的に充電を開始します
・再度周囲の人に傷病者の体に触れないよう声をかける
・充電が完了すると、連続音とショックボタンが点滅し
 「ショックボタンを押してください」のメッセージが流れます
・誰も触れていないことをもう一度確認してください
・ショックボタンを押し電気ショックを行います

　　　　※ＡＥＤの音声メッセージに従ってください

音声メッセージに従って操作してください

傷病者が濡れている場合
乾いた布やタオルで胸を拭いてから電極
パッドを貼り付けてください

ＡＥＤプロトコール

Yes 　1～8歳未満
　小児用パッド

必要あり 必要なし

必要あり

　４．電気ショック適応外
・すぐに胸骨圧迫を行い蘇生を
　再開してください
※ＡＥＤの音声メッセージに従って
　ください

必要なし

約2分後

約2分後

※何か動き（反応）があれば
　　蘇生法を中断
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